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このホワイト ペーパーの要点
時代の流れは明白です。ビジネスや IT のプロフェッショナルがビジネスを進めるうえで対応しなければならないデバイス、サービス、変化、要求は、これからも減ることなく、増え続けると考えられます。このような複雑さに対応し、コストを抑えながら、アジリティ (敏捷性) を実現することが課題となります。IT やビジネスのプロフェッショナルがこうした課題に対応する際に、動的システム テクノロジが大きな役割をにないます。動的なシステムを作成するためには、企業はインフラストラクチャのリソースを結集し、ビジネスの動的な要求に対応する仮想化の方針が必要になります。この結果として、IT やビジネスのプロフェッショナルは、サービスのレベルが向上する、重要なリソースが解放されビジネス上のより大きな課題に取り組める、コストが削減される、そして最終的には、ビジネス アジリティにより競争上の優位性が実現されるなどのメリットを得られます。この資料では、仮想化インフラストラクチャ方針の全体像を示します。そして、Dynamic Systems Initiative の一環として仮想化テクノロジに着手する方法を説明します。
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ビジネスと IT のプロフェッショナルにとって仮想化が重要な理由

ビジネスを成功させるには、変化する顧客のニーズを満たすように適応していく必要があります。また、適切なソリューションを適切なタイミングで提供し、競合するソリューションよりも魅力的なソリューションを提供するなど、直面する課題を克服する力をビジネスが十分に備えている必要があります。この種のビジネス環境の本質を一言で表しているのが "動的" という言葉です。ビジネスやそれに携わる人々が、このような動的な要求に直面して、なんとか存続するだけでなく成功に繋げることができるのは、その仕事を支え、サポートするビジネス システムのインフラストラクチャが持つ、能力と "適合性" の効果によるものです。
"動的な要求" とは、ますます差し迫った、多様で絶え間なく変化する要求です。ビジネスやそれに携わる人々が、動的な要求に、迅速かつ有効に対応できるようにデザインされたシステムを、"動的システム" と呼びます。さらに、こうした機能を備えたテクノロジを "動的システム テクノロジ" と呼びます。
動的システム テクノロジ方針の主な要素の 1 つが、仮想化インフラストラクチャです。仮想化はインフラストラクチャのリソースを結集することで、ビジネスに次のようなメリットをもたらします。
· コストの削減 : サーバーとクライアントのリソースの統合とプロビジョニングの最適化、サーバー稼働率最適化の促進、システムの不要な複雑さの軽減、およびワークロードの運用の効率的な管理により実現されます。
· 可用性の向上 : 混乱が生じる事象の削減とビジネス継続性の最大化、サーバー ダウンタイムの削減、障害復旧計画の簡略化、およびサーバー メンテナンスの計画と管理の効率向上により実現されます。
· アジリティの向上 : ビジネスの成長と SLA 実現の効率的サポート、サーバー リソースの動的割り当て、新しいアプリケーションや OS の迅速な展開、およびビジネスクリティカルなレガシ アプリケーションの効率的サポートにより実現されます。
仮想化インフラストラクチャ テクノロジからメリットを得るには、インフラストラクチャへの必要な投資についての意思決定の指針となり、このような投資を実行する指針となる方針が必要です。選定対象の仮想化テクノロジ インフラストラクチャは多数あります。また、仮想化を適用する際に考慮するアーキテクチャ層もコンピュータ層、アプリケーション層、プレゼンテーション層、管理層など、複数存在します。方針を立てないで仮想化に着手するのは、設計図なしで家を建てるようなものです。各要素が適切に連携せず、最適でコスト効率のよい結果が得られないおそれがあります。方針を立てて行動を起こせば、こうしたリスクに対処できます。
人とプロセスが仮想化の重要な構成要素
求める結果に向かうようにビジネスとそれを支えるインフラストラクチャを動的に調整するのは、プロセスとテクノロジの力を利用する人々です。完璧な仮想化方針を立てるには、全体的で漸進的なアプローチで人的要素とプロセス要素に対処する必要があります。このような要素には、文化、思考様式、信念、スキル、戦略、測定法や測定基準、組織構造、要員管理体系などがあります。

動的なビジネスの要求が日々もたらす課題に対処するには、仮想化の方針に投資することで IT プロフェッショナルにどのようなメリットがあるかを把握しておくことが重要です。自己管理型のシステムによって、変化するビジネス要求に IT プロフェッショナルが対応できるようになればなるほど、IT プロフェッショナルはビジネスの成功に貢献する力を持つようになります。つまり、IT プロフェッショナルは、リソースが散在することによって生じる制限を克服するために手作業による価値の少ない反復作業を行うことから解放され、より価値の高い作業にその力を注ぐことができるようになります。これが、仮想化方針を策定する理由であり、ビジネスとそれに携わる IT プロフェッショナルに仮想化方針が必要な理由でもあります。仮想化は、"People-Ready" ビジネスを可能にします。
仮想化の方針には、人、プロセス、テクノロジという 3 つの要素を含める必要があります。
· “人” の領域では、人々の文化、スキル、知識、思考様式を考慮して、運用方法を検討することが重要です。時間、距離、言語、および文化に隔たりのある分散型のチームでコンピュータを使用して共同作業を行う仮想チーム環境で作業を行う準備がどの程度整っているかをチェックしておくことが重要です。
· “プロセス” の領域では、分散型の仮想チームや分散型の IT インフラストラクチャと連携するように、事象、問題、変更、構成管理などのプロセスを調整する必要があります。
· “テクノロジ” の領域では、アプリケーション レベルを確認し、SoftGrid などのテクノロジがもたらす効果を調べます。電気が必要に応じて利用者に送られ消費されるのと同じように、SoftGrid では、必要なときにアプリケーションがユーザーのコンピュータに配信されます。これは、新しいアプリケーション、アップグレード、修正プログラムを展開する際に通常必要なアプリケーション互換性テストの量を大幅に削減するのに役立ちます。
仮想化テクノロジに関する議論の統一
以下の図は、モバイル ユーザー、稼働時間、記憶域、復旧とバックアップなどのさまざまなシナリオに対処するために、なんらかの仮想化を適用できる層 (場所) を示します。
この図からわかるように、仮想化の方針は、機能を層状に積み重ねたものと考えられます。各層の詳細については、この後説明します。
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図 1. 仮想化ソリューションの層
コンピュータ層
コンピュータ層は、ハードウェアをそこで実行されるオペレーティング システムから抽象化します。その結果、複数の物理コンピュータを 1 台のサーバーに統合できるようになります。統合の対象は、現在、コンピューティング リソースを十分活用していないと考えられるワークロードです。また、このように抽象化することで、プロビジョニングや、仮想化されたサーバー ファーム間でワークロードを移動する際に、機動性と柔軟性を向上できます。サーバーを統合する結果として、使用する電力やスペースが少なくなるだけでなく、管理のオーバーヘッドが削減されます。マイクロソフトの Virtual Server と Windows Server がこの一例です。
アプリケーション層
アプリケーション層では、アプリケーション自体をオペレーティング システムから抽象化し、システム構成上でのアプリケーションの依存関係を取り除きます。このように "コンテナに収められた" アプリケーションはインストールされません。ただし、一元的に管理され、コンテナに収められ仮想化されたイメージで、ユーザーのデスクトップに直接展開されます。そのため、オペレーティング システム自体やユーザーのデスクトップ上に存在する他のアプリケーションに干渉したり、これらとの対話を必要とすることはありません。電気が必要に応じて利用者に送られ消費されるのと同じように、マイクロソフトの SoftGrid を使用すると、必要なときにソフトウェア アプリケーションをユーザーのコンピュータに配信することができます。
プレゼンテーション層
プレゼンテーション層としては、アプリケーションが 1 か所 (データ センターにあるサーバー上など) で実行され、アプリケーションのプレゼンテーション層 (ユーザー インターフェイス) が抽象化され、別の場所にある別のデバイスに表示されます。その結果、アプリケーションの実行や、アプリケーションが使用するデータは、ユーザーのクライアント オペレーティング システムから分離されます。リモート デスクトップまたはリモート アプリケーションのいずれがユーザーに提供される場合でも、リモート アプリケーションがシームレスにクライアント デスクトップに統合され、実際はデータ センターに分離されていても、ローカルに実行されているような見た目や使い勝手が得られます。マイクロソフトのターミナル サービス テクノロジがこの一例です。
管理層
IT 管理者はこれらの層を管理することによって、新しい仮想ワークロードを迅速に展開できます。Virtual Server 用の MOM 管理パックなどのテクノロジを使用して、アプリケーションと運用の管理、パフォーマンスのチューニング、および監視と警告を行うことができます。また、モデル ベースでサービス指向の監視や、考えられる原因の分析も行うことができます。また、集中型のレポート機能によって、IT インフラストラクチャが抱えている問題点の特定が容易かつ迅速になります。マイクロソフトの System Center Virtual Machine Manager を使用すると、開発者や IT 管理者は、独自のテスト環境の構築と解体を迅速に行うことができます。また、IT 管理者は、承認済みユーザーの構成とバーチャル マシンの使用に対する厳密な管理を維持することができます。このテクノロジでは、IT 管理者が、仮想インフラストラクチャの提供、統合、および管理を、物理コンピュータとまったく同様に行うことができます。
仮想化によるDSIの実現
マイクロソフトでは、自己管理型のシステムを作成するという構想を発表してから、革新性、リーダーシップ、相互運用性、および業界標準への取り組みを示すため、以下のような活動を行ってきました。
1. サポートにかかるコストを大幅に増加させることなく動的システムを管理できるように、仮想化インフラストラクチャなどの一連の管理インフラストラクチャを作成してきました。
2. このような管理インフラストラクチャ テクノロジを、Windows® オペレーティング システム、アプリケーション、開発ツール、およびマイクロソフトの管理ソリューションに組み込んできました。
3. ますます動的になる環境で、Windows ベースのシステムの管理と運用における人とプロセスという側面を最適にするための ITIL® ベースのガイダンスを提供してきました。
4. すべての運用環境にまたがる相互運用性のため、管理インフラストラクチャ テクノロジの仕様を標準化コミュニティに提出し、各業界をリードするパートナーと共同作業を行ってきました。
ここで重要なことは、マイクロソフトが、仮想化方針に着手するためにすぐにでも利用できるテクノロジを開発してきたことです。
すぐに利用できるテクノロジ
動的システム実現への取り組みに今すぐ着手できるように、マイクロソフトでは現時点で複数のテクノロジを用意しています。マイクロソフトは、ユーザーがより動的なシステムの実現への道筋のどのあたりにいるかを把握するのに役立つ、インフラストラクチャ最適化ガイダンスを提供しています。各自のインフラストラクチャ最適化のレベルにもっとも適切なテクノロジを、マイクロソフトが推奨する仮想化インフラストラクチャ テクノロジに結びつけることができるため、現在仮想化への道筋のどのあたりにいるかを把握することは重要です。インフラストラクチャの最適化の詳細については、www.microsoft.com/io (英語) を参照してください。ここには、インフラストラクチャの最適化を自己評価するための無料のオンライン ツールも用意されています。
適切な箇所から着手することに加えて、最初に導入するテクノロジは手頃な数にしておくことも重要です。組織をより動的にすることに取り掛かる際は、一度にすべてに取り組む必要はありません。目指す結果の実現に役立つようにデザインされたマイクロソフトの仮想化インフラストラクチャ テクノロジを使用して、ビジネス上の主要な問題を扱う特定のプロジェクトから着手すればよいのです。上述のテクノロジの詳細については、http://www.microsoft.com/japan/business/dsi/default.mspx を参照してください。
仮想化に向けて
#1.  現在のシステムと目ざすべきシステムの姿を基に計画とたてる
動的システム実現への取り組みに今すぐ着手できるように、マイクロソフトでは現時点で複数のテクノロジを用意しています。マイクロソフトは、ユーザーがより動的なシステムの実現への道筋のどのあたりにいるかを把握するのに役立つ、インフラストラクチャ最適化ガイダンスを提供しています。各自のインフラストラクチャ最適化のレベルにもっとも適切なテクノロジを、マイクロソフトが推奨する仮想化インフラストラクチャ テクノロジに結びつけることができるため、現在仮想化への道筋のどのあたりにいるかを把握することは重要です。インフラストラクチャの最適化の詳細については、www.microsoft.com/io (英語) を参照してください。ここには、インフラストラクチャの最適化を自己評価するための無料のオンライン ツールも用意されています。
#2.  方針を実現する仮想化インフラストラクチャ テクノロジを選択する
適切な箇所から着手することに加えて、最初に導入するテクノロジは手頃な数にしておくことも重要です。組織をより動的にすることに取り掛かる際は、一度にすべてに取り組む必要はありません。目指す結果の実現に役立つようにデザインされたマイクロソフトの仮想化インフラストラクチャ テクノロジを使用して、ビジネス上の主要な問題を扱う特定のプロジェクトから着手すればよいのです。上述のテクノロジの詳細については、http://www.microsoft.com/japan/business/dsi/default.mspx を参照してください。
#3.  仮想化インフラストラクチャ テクノロジが可能にする、より動的なシステムの実現への取り組みに製品を選択する
仮想化インフラストラクチャは、現代ビジネスの成功に必須の動的システム向けリソース調整が達すべきレベルの基盤です。ビジネスと IT のプロフェッショナルは、仮想化方針の策定と実行によって、この基盤を築く行動を起こす必要があります。この実現への取り組みにマイクロソフトをご利用ください。現在マイクロソフトが提供している仮想化インフラストラクチャ テクノロジを評価し、投資することをお勧めします。また、より敏捷なビジネスを行うための投資を継続する際に利用できるテクノロジの開発と提供を継続していきますので、今後の動向にもご注目ください。












仮想化の方針を立てることは、マイクロソフトの Dynamic Systems Initiative の主な要素の 1 つです。





動的システムを作成するためには、企業はインフラストラクチャのリソースを結集し、ビジネスの動的な要求に対応する仮想化の方針が必要になります。





他にも次の 2 つのアーキテクチャ要素があります。


運用に向けたデザイン : 人々 (ビジネス アーキテクト、アプリケーション開発者、IT プロフェッショナル、業界パートナーなど) からの多様な知識を取り込みます。システム モデルを使用して IT インフラストラクチャ自体の中にこうした知識を組み込むことにより実現します。�知識主導の管理 : システムは、目的の構成と正常性状態をモデルから取り込むことができます。この固有の知識を使用して、自己管理のレベルをシステムに提供します。





これらの要素をまとめて、動的システムを構築するための基盤とします。


リソースを論理プールとして使用するシステムに、リソースを提供することが目標です。このような論理プールでは、ビジネス状態の変化に応じてリソースの割り当てや再割り当てが可能です。マイクロソフトの Dynamic Systems Initiative の仮想化方針の構想は、ユーザーが事実上際限なくすぐに使用できる、動的リソースのプールを備えることです。ここでのリソースには、ハードウェアやソフトウェア アプリケーションのホストだけではなく、ネットワーク、記憶域、そして人材も含んでいます。人材は、その場にいる場合または遠隔地にいる場合、常勤または臨時雇用、社内または他企業への外部委託をすべて含みます。

















仮想化インフラストラクチャ テクノロジ


リソースへのアクセスと使用にかかる時間、コスト、および労力を削減します。また、システムの管理に利用されることで仮想化インフラストラクチャを利用するシステムが処理できる要求の範囲が拡大します。また、


システムが機能を果たすために利用するリソースの追加、削除、移動、変更を迅速に行うことを容易にして、システムの動作能力を高めます。


このような理由から、仮想化インフラストラクチャ テクノロジおよび知識主導の管理は動的システムの基盤であり、ビジネスの遂行とそれに携わる人々をサポートするのに不可欠です。
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